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みること（鑑賞）で 鍛えるそれは 世を見る眼

Keyword：みる，五感覚総動員，なにをみる

「美術」は多くの人々にとっていまだに「かく・つくる」ことであり「みる」こ

とが極めて創造的かつ純粋な美術活動であるなどの認識はおおかたないようです。

従前の美術教育において「みる」ことを軽視してきた当然の結果とも言えます。

とはいえ近年，学習指導要領等でその位置づけが整理されたこともあり，徐々に

各学校等での取り組み状況は好転しています。

しかしそうした動きが最終的に美術教育の目的の達成につながるのかということ

になると私は決して楽観していません。すなわち教師のイメージに沿って「かかせ

る」，「つくらせる」ために「みさせる」という「表現のための鑑賞」の文脈があと

をたたないからです。

私は「みる」という営みを通して「感じる力」，「考える力」が形成されるところ

にこそ本来の「鑑賞の指導」の意味がある考えています。このことへの合意があれ

ば，「鑑賞のための鑑賞」や「鑑賞のための表現」という「鑑賞の指導」の内容の進

化（深化）も期待されるのではないでしょうか。この文脈の延長線上にはじめて「し

っかりみる」姿勢が形成されていくと私はとらえているのです。現状はいまだ道遠

しと言わざるをえません。

でも「しっかりとみる」とはどういうことなのでしょうか。乱暴な言い方をすれ

ば「五感覚（自分の持っている全感覚）を総動員してみる（五感覚総動員鑑賞）」こ

とです。もとより私は，目で「見る」ことだけが「みる」ことだとは考えていませ

ん。かつて第４学年の触覚表現題材「手を目にしよう（1980）*1」を開発〈ね（P

age28）〉し，その際の子どもたちの姿からこのことを確信しております。
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支援とは 心にかけても 手はかけぬ

Keyword：支援（指導），環境整備，遊び

“心にかけても 手をかけぬ”とは子どもの作品に教師が手を入れることへの指弾で

す，私は，過不足のない造形環境の保障こそが質の高い支援と考えています。子ども

たちの表現に手を出すことなどもっ

てのほかです。「自分のはだめだか

ら先生が直した」等々のマイナス感

情を抱かせるだけです。

「心にかける」とは「環境が人を

つくる。その環境は人がつくる」の

文脈の具体化です。子どもの実態を

見極め「適切な造形環境が準備され

れば子どもたちはその環境の中で自

ずと多様な活動を展開しその過程で

自ら育つ」とした仙田満氏（Page

18）の知見は同感至極です。
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